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第２１号議案

芦屋市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

 芦屋市介護保険条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。

平成２８年２月１６日提出

                        芦屋市長 山 中  健

提案理由

 在宅医療・介護連携推進事業を平成２８年度から実施するため，この条例を制定し

ようとするもの。
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芦屋市条例第  号

   芦屋市介護保険条例の一部を改正する条例

 芦屋市介護保険条例（平成１２年芦屋市条例第１１号）の一部を次のように改正す

る。

 附則第８条第２項中「平成３０年３月３１日」を「平成２８年３月３１日」に改め

る。

附 則

 この条例は，平成２８年４月１日から施行する。
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 参 照 １ 

芦屋市介護保険条例の一部改正要綱

１ 改正の趣旨

  在宅医療・介護連携推進事業を平成２８年度から実施するため，この条例を制定

しようとするもの。

２ 改正の内容

在宅医療・介護連携推進事業を平成２８年４月１日（現行は平成３０年４月１日）

から実施するものとする。（附則第８条関係） 

３ 施行期日 

  平成２８年４月１日 
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参 照 ２ 

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等

に関する法律抜粋 

   附 則 

第１４条 （第１項省略）

（第２項省略）

３ 第３号施行日前に市町村が第３号新介護保険法第１１５条の４５第２項第４号に

掲げる事業を実施する医療に関する専門的知識を有する者の確保が困難であるこ

とその他の事情により第３号施行日から当該事業を行うことが困難であると認め

てその旨を当該市町村の条例で定める場合にあっては，第３号施行日以後第３号施

行日から平成３０年３月３１日までの間において当該市町村の当該条例で定める

日までの間は，当該市町村が行う第３号新介護保険法の規定による地域支援事業に

ついては，同項（同号に掲げる部分に限る。）及び第３号新介護保険法第１１５条

の４５の１０の規定は，適用しない。

（第４項及び第５項省略） 

介護保険法抜粋

（地域支援事業） 

第１１５条の４５ （第１項省略） 

２ 市町村は，介護予防・日常生活支援総合事業のほか，被保険者が要介護状態等と

なることを予防するとともに，要介護状態等となった場合においても，可能な限り，

地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援するため，地域支援事

業として，次に掲げる事業を行うものとする。 

 （第１号及び第２号省略） 

 (3) 保健医療及び福祉に関する専門的知識を有する者による被保険者の居宅サービ 

  ス計画及び施設サービス計画の検証，その心身の状況，介護給付等対象サービス 

  の利用状況その他の状況に関する定期的な協議その他の取組を通じ，当該被保険 

  者が地域において自立した日常生活を営むことができるよう，包括的かつ継続的 
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  な支援を行う事業 

 (4) 医療に関する専門的知識を有する者が，介護サービス事業者，居宅における医 

  療を提供する医療機関その他の関係者の連携を推進するものとして厚生労働省令 

  で定める事業（前号に掲げる事業を除く。） 

（第５号及び第６号省略） 

（第３項から第５項まで省略） 


